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生分解性樹脂原料の生産と用途開発
―植物資源からできるプラスチック―

３-ヒドロキシ酪酸（Ｒ３ＨＢ）は、健康食品や
機能性プラスチックの原料として期待されて
いますが、大量生産が難しく高価なためほと
んど普及していません。
そこで県工業技術センターでは、沖縄産微
生物を用いた発酵生産法を開発し、実用化
に向けた取り組みを行っています。

Ｒ３ＨＢは生分解性プラスチックの原料とし
て利用できます。Ｒ３ＨＢを含有するプラス
チックは、生分解が困難な海洋中でも分解
するため注目されています。

開発した生産方法は、沖縄産のハロモナス
菌を用いることで砂糖などから高効率にＲ３
ＨＢを生産できるものです（特許第6521243
号)。現在は１グラムあたり数万円で販売さ
れているＲ３ＨＢですが、この方法を応用す
ることで将来的には1,000分の１以下の価格
になるものと見込んでいます。

当面は樹脂開発用試薬としてＲ３ＨＢの市
場展開を図りながら、５年以内には、現在、
市場展開されている生分解性プラのポリ乳
酸（1,000～2,000円／キログラム）と同水準
のコストで生産し、Ｒ３ＨＢ含有プラ製品が普
及することを目指しています。

現在、低コスト生産や
樹脂合成技術、生分解
性評価に関する研究に
企業と共同で取り組ん
でいるところです。
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